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平成27年7月27日（月）　　　司会：慶長　孝太　　　記録：佐々木　弘子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・送迎が必要とされる通所利用者様の送迎について、車(デイズ)の使用許可がおりている。運転手は全年齢対象となっていますが、運転者は安全対応を考慮して一部のスタッフに制限し、慶長･鳥谷部･三浦･川井･佐々木が行います。安全運転での送迎をお願いします。
・本日、16:00～新プログラムについてのミーティングあり。
・第2回院内研修について

日時：7/28(火)29(水)17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟3階会議室　
テーマ：「SBAR」　講師：前田JGM

・7/30(木)管理者歓省会あり。
・看護グループ内研修について

日時8/3(月)11：15～　場所：病院2F会議室　対象者：看護･介護　新人・初級

テーマ：「精神疾患の理解」　　　講師：鳥谷部JGM
・8/14(金)エアロビクスプログラムなし。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～7/22(水)定期訪問実施。最近、頓服薬(リスパダール)の服用は無いとのことだったが、デイケア利用時に体調が悪くなることがあり、そんな時は早退すると話している。体調が悪いピーク時に徒歩で帰宅して、ますます具合が悪くなるより、デイケアで少し休んで回復してから帰宅した方が安全ではないか話し、本人もなんとなく納得した様子だった。デイケアでお好み焼きを作って食べ笑顔で「美味しかった」と話している。
・大久保恒夫様～7/24(金)定期訪問実施。レシートを確認すると、2週間で食費を15,000円程使っている。主に炭酸飲料や麺類が多い。野菜等は貰う事が多いとの事。また、福祉商品券を貰う事を見越して、ラジカセを購入しているが、以前購入時より値上がりしていて5,000円したとのこと。次回生保支給日まで、やり繰りしてあまり買い物に行かないで過ごすと話している。23日にフラフラして眩暈があり、水あたりだと思ったので正露丸を服用し良くなったと話す。熱発、腹痛、頭痛症状は無かったとの事。タバコの量も減り、2日半で1箱吸っているとの事。
・大久保律子様～7/24(金)定期訪問実施。訪問時表情暗く、元気がない様子。どうしたのか聞くと「ストレスが溜まっている」とのこと。詳細については話そうとしない。うつむき眠そうな様子も見られていた。自分の興味がある内容には、笑顔で対応している。
・我満奈津紀様～7/25(土)定期訪問実施。疲労感があり、現在は望様のスクーリングやお囃子の練習、今後は三社大祭、盆（8/10～8/15）に望様のアルバイトがあり、8月中旬までは忙しいとのこと。盆に望様がアルバイトを行っている間には、実家で調理をし父へ食べさせてあげようと思っていると話している。「お盆までは忙しいなあ。落着いたらデイケアに力を入れようと思ってます」とのこと。部屋や台所は片付いているが、居間には物が散乱している。ヘルパーが来ると、居間の散乱した物を片付け、水回りを掃除してくれているということだった。
・成田　早希様～就労を希望しており、現在就労支援A型やB型の施設見学を行っている。今後、特定相談事業所を青明舎に依頼したいことを情報提供している。
・青木　紀子様～今後、就労に向けた活動を行っていく予定であり、その際、特定相談事業所を青明舎に依頼したいことを情報提供している。
・田中　一　様～痛風のような痛みがあり、8/3(月)採血検査実施することを話されている。肩甲骨のあたりの痛みについては継続しているとのこと。目のカスミについては、目を洗うようになったら良くなったとのこと。
・平　康子　様～約1ヶ月ぶりに自室へ入室してみたが、押入れに洗濯物が入れてある。問い掛けには、押入れに入れている事を覚えていないと話されている。
・大久保康弘様～7/23(木)～25(土)まで、青森ワークキャンパスの体験入所実施。まだ入居は決定していない。
・中村　茂　様～不調の訴えなく青陽館にスムーズに行ける時と不調を理由に行けないことがあり、週に2～3回の通所となっている。不調の訴えがあっても、食べ物がなくなると、スーパーへ食品購入には出掛けている。
・種本　サハ様～7/21(火)青南病院より外泊し、午後よりデイナイトケアを体験利用し、グループホームへ戻っている。外泊翌日、ご本人へ昨日届いていた郵便物を渡し、世話人とともに開封している。介護保険負担割合証が届いており本人も確認しているが、その郵便物を本人の中で別なものと勘違いされ、青南病院に戻ってから青明舎に電話を入れることがあったとのこと。
＜利用者様情報＞

・大下　良悦様～気管支炎で暫くデイナイトケアを休養されていたが、本日久しぶりのデイナイトケア利用となっている。来所時の体温35.6℃。問題なくプログラムには参加できている。本人より、｢痰がでなくなった。運動プログラムには参加できているが、1週間は様子を見ながら参加していきます｣と話されている。

・小笠原富治様～青風荘より情報提供あり。腰部の湿疹について、左側前面に新しい湿疹が広がっており、本人も痒いため掻いていると話されている。掻痒感がある時はスタッフに伝えて軟膏塗布するよう説明しているとのこと。青陽館では、痒みがあるか確認したところ、｢今は痒みは大丈夫｣と話している。
・前野　義勝様～7/24(金)いつもより遅れて来所されており、状況を確認。整形外科受診していたため遅れたとのこと。「マッサージして、だいぶ肩は楽になりました」「肩の関節に左右差があり、右肩の方が悪いって言われました」と話している。無理せず仕事するように伝えると「はい」と返答している。調理実習では、表情良く適度に他者と交流しながら楽しそうに参加されている。
＜外来情報＞

・田中　一様～ハロマンス(50)1A　実施。人間関係について訴えあり、挨拶を返してくれない、座りたいが決まった席に座っている為座れない等、話されている。次回定期採血実施予定。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　青木　紀子　様　）

実施日：H27年7月27日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦（主担当）・戸賀沢・藤田

参加者：三浦、坂本、佐藤、岩澤、會津、馬場、藤田、佐々木、油津、慶長

検討内容　

	氏名
	青木　紀子　様
	性別
	女
	年齢
	36
	生年月日
	S54.6.29

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	病状の安定化を図り､安定した生活することが出来る。

	本人希望
	不安を自分で対処できるようになりたい。いずれ一般就労をしたい。

	家族希望
	自立した生活をしてほしい。

	入院歴
	計　3　回　　※全て当院

（①H21.11.2～H22.2.19､②H22.4.29～H22.4.30､③H22.5.5～H22.10.18）

	通所歴
	1回目

· 今回：H22.10.19～現在（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣　訪問支援（月1回）

	住居：八戸市内のアパート。普段は近隣に住む交際相手の自宅で過ごしている。

家族状況：保護者は父親で､三戸町在住。以前､父親より暴力を振るわれていたことや､幼少期より施設で過ごし父親と同居した経験がほぼないことから､同居はしていない（本人も､同居することで自分の病状が悪化することを懸念している）。また､癌術後の為､尿管等を装着しており､ヘルパーやデイサービス等を利用しつつ生活。本人は時折実家へ行き父親の様子を見に行っているとのことで､距離感を保つことで安定した家族関係を維持している。

兄･姉は治療に協力的で､本人との関係性も良好。
	家族構成



	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳2級　受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①不安や困っていることがある時､周囲に相談しながら自分で解決できる。
	①不安や困っていることを職員等へ相談し、対処することができる。
	①不安や困っていることを職員等へ相談することができる。
	①不安や困っていることがある場合は､職員等へ相談する。職員は､定期的に不安等を確認し､対応方法を一緒に検討する。

	②水分･食事摂取量を適量摂ることができ､体重および良好な体調を維持できる。
	②不調・体重増加しないよう､水分・食事摂取量をとりすぎないように気をつける。
	②1日の水分・食事摂取量を把握することができる。上記により不調・体重増加等があった場合､対応について相談する。
	②水分･食事摂取量に気をつけて､適量を摂るようにする。摂り過ぎた場合・不調時は職員等へ相談する。職員は､定期的に摂取量･体調を確認し､対応方法を一緒に検討する。

	③福祉的就労を含め､就労を目指して対人技能や病状管理能力､作業能力等を向上する。
	③自分に必要な課題を把握し､就労支援プログラムやSST、作業療法等へ積極的に参加することができる。
	③自分の状態を正確に把握し､自分に必要なことを理解できる。
	③どんな仕事がしたいのか､自分に合ったものは何か等､就労について職員と定期的に相談し､方向性を検討していく。職員は､本人のニーズ・状態を確認しつつ､他関係機関と連携して就労支援を行っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①不安や困っていることを職員等へ相談することができる。
	達成度100％。不安なこと､困っていることがあれば職員へ相談し対応方法について助言を受けることが出来ている。しかし､職員への依存心が強く､自分で考えて対応することが困難であり､就労を目指している現状を踏まえ､自身で対応出来る能力の向上も必要。
	相談することについては達成している為､自身で考えて対応できるよう支援する方針へ変更。

	②1日の水分・食事摂取量を把握することができる。上記により不調・体重増加等があった場合､対応について相談することができる。
	達成度50％。食事摂取量については問題ないものの､水分摂取量は多く､コーラやノンアルコールビールの摂取量が多い。水中毒の危険性について説明し､出納帳で購入量･摂取量を把握出来ているが､なかなか量を減らすことが出来ない。
	食事摂取量については達成の為､削除。水分摂取量についての計画を継続とする。

	③自分の状態を正確に把握し､自分に必要なことを理解できる。
	達成度80％。自身の病状を理解し､就労のステップアップについて時期をきちんと検討し進めることが出来ている。しかし､能力把握については不十分の為､今後も能力把握の支援が必要。また､不安感等の症状も軽減した為､主治医より許可を得て､就労継続支援B型の利用を検討していく予定。特定相談支援事業｢青明舎｣と連携し支援していく。
	就労継続支援B型利用に向けた計画へ変更する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①不安を感じた際､自分で解決できることは自分で解決することが出来る。
	①不安や困っていることがある時､周囲に相談しながら自分で解決できる。
	①不安や困っていることを職員等へ相談し、対処することができる。
	①不安や困っていることがある際､自分で解決できることは自分で解決し､職員へ伝える。自分で解決出来ない際は､職員等へ相談する。

	②水分摂取量を適量摂ることができ､体重および良好な体調を維持できる。
	②不調・体重増加しないよう､水分摂取量をとりすぎないように気をつけることができる。
	②1日の水分摂取量を把握することができる。上記により不調・体重増加等があった場合､対応について相談することができる。
	②水分摂取量に気をつけて､適量を摂るようにする。摂り過ぎた場合・不調時は職員等へ相談する。職員は､定期的に摂取量･体調を確認し､対応方法を一緒に検討する。

	③就労継続支援B型の利用を継続出来るよう､対人技能や病状管理能力､作業能力等を向上する。
	③自分に必要な課題を把握し､就労支援プログラムへ積極的に参加することができる。
	③自分の能力を正確に把握し､自分に必要なことを理解できる。
	③就労継続支援B型の利用を継続出来るよう､自身の能力を把握する。職員は､本人のニーズ・状態を確認しつつ､他関係機関と連携して就労支援を行っていく。


